
SAVE BYPASS ACTION VOLUME PHONES

PRESET
回すことでプリセットを変更できます。
押すことでSetList画面を表示します。

いつでもHome画面に戻れます。

Joystick

Knobs 1-6
ノブを回すことで表示されたパラメータの調整ができます。
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ノブを押すことで、パラメータの数値がリセットされます。
また、秒、音符、Hzの切り替えも行えます。

ノブを長押しすることで、エクスプレッションペダルなどで
コントロールする設定が簡単に行えます。

Up/Down
FS1とFS7を使用してBANK切り換えを行えます。

FS1とFS7を同時に長押しすることで、
BANKとPRESETの切り替えができます。
例えばPRESETでは、FS1とFS7でプリセッ
トを順番に選択できます。

フットスイッチでPresetが選択できます。
パラメータを変更しても、もう一度同じフットスイッチ
を押すことでリセットすることができます。

フットスイッチを押すことでアサインされたBlockの
On/Offが切り替えられます。

フットスイッチを触るだけで、アサインされたBlockの設定を
呼び出すことができます。
複数のBlockが１つのフットスイッチにアサインされている場合は、
触るたびに順番に表示されます。

FS6を押すことで、PresetかStomp  footswitchの
切り替えができます。

FS6を長押しすることで、
ペダル・エディットモードに入ります。

FS12を何度か押すことで、
HelixのTEMPOが設定できます。

FS12を長押しすることで、
Tunerが使用できます。

FS12を触るだけで、TEMPOの
詳細画面が開きます。

エクスプレッションペダルを使用することで、
VolumeやWah、またアサインされたアンプやエフェクトの
パラメータのコントロールが可能です。

強く踏み込んでToeスイッチを使用することでEXP 1とEXP 2の
切り替えが可能です。

SAVE画面に入れます。
また、２度押すことで
上書きが可能です。

本体の設定メ
ニューに入る
ことができま
す。

いつでもAMPの
設定画面を呼び
出すことができ
ます。

Blockの選択に使用します。
またACTIONを押すことで、
Blockを動かすことができます。

回すことでBlockのモデルを
変更できます。

押すことでモデルリストが
表示されます。

押すことでBlockの
On/Offが切り替えら
れます。
長押しすることで
GlobalEQのOn/Offが
切り替えられます。

押すことでACTION 
Panelが表示されます。
Blockのコピーや削除
も行えます。

選択したBlockなどが
１画面でパラメータ
ーの表示ができない
場合にページを切り
替えられます。

音量の調整が行えます。
初期設定では1/4、
XLR、DiGITAL、USB
１/2の全てに共通します。

ヘッドホンの音量調整が
行えます。
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ジョイスティックを回してモデ
ルを選択してください。ジョイ
スティックを押すとモデル・リ
ストが開きます。  はステレ
オ・モデルを表しています。

Helixの2つの信号パスは、パ
ラレル（AとB）またはシリアル
（Aのみ）のいずれかに設定で

PRESETを回してプ
リセットを選択して
ください。

ブロック（白くアウトラ
インされています）を
選択するには、ジョイ
スティックを使用する
かスイッチの上部を
タッチしてください。

ブロックのスプリッ
ト（選択されている
場合のみ表示）；
下へ動かすとイン
プット・ブロックを
複製します。

プリセットをエ
ディットすると
「E」の文字が表
示されます。

ブロックのマージ
（選択されている場
合のみ表示）；下へ
動かすとアウトプッ
ト・ブロックを複製
します。

ブロックをオン／オフするには
BYPASSを押してください（バ
イパスされたブロックは薄暗く
表示されます）。

選択されているブロックのパラ
メーターをさらに見るには＜
PAGE/PAGE＞を押してください。
このブロックには4ページありま
す。

グローバルEQをオン／オフする
にはBYPASSを押し続けてくださ
い。グローバルEQがオンの場合、
アイコンが表示されます。

アウトプット・ブロックを選択し、
ジョイスティックを回して、信号
をバックパネルのジャック、パス
2、またはコンピューターにUSB
経由でルーティングしてください。
各パスには1つまたは2つのアウト
プット・ブロックが使用できます。

インプット・ブロックを選択し、
ジョイスティックを回してイン
プットのソースを選択してくだ
さい。各パスには1つまたは2
つのインプット・ブロックを使
用できます。

コントローラーがアサインさ
れている場合は数値はカッコ
に囲まれ白く表示されます。

ノブを押すと、レベルがユニ
ティー（0.0dB）になり、パン
がセンターに戻ります。

ノブを押して音符とミリ秒
（またはHz）を切り替えてく
ださい。

選択されているブロックのパ
ラメーターを調整するには、
ノブ1～6を回してください。
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きます。

外部アンプのチャンネルや
ReverbのOn/Offの切り替え
に使用する端子です。
使用する際はTRSケーブル(1
＝tip、2＝ring)を使用してく
ださい。

GuitarやBassを接続する
端子です。
設定でPadの有無やイン
ピーダンスの切り替え
ができます。

アクティブサーキット
を搭載したギターやベ
ースを接続してくださ
い。

外部エフェクター等を使用するた
めの端子です。mono/stereoで使用
したり端子ごとにレベルの切り替
えも可能です。
また、追加の入出力としてキーボ
ードやミキサー、ドラムマシーン
などの音源を接続して使用するこ
ともできます。

フォーンの出力端子です。
ギターアンプや外部エフェクトな
どのギターシステムとの接続や、
パワードスピーカーなどの外部機
器との接続が行えます。
設定画面からレベル切り替えも行
えます。

専用ケーブルでVariaxと接続する
ことで、音声転送やコントロール
、プリセットの変更が行えます。
HelixのプリセットでVariaxの各種
設定が保存、変更できます。

75Ωのcoax(RCA)ケーブル
を接続することで、デジ
タル転送が可能になりま
す。

AES/EBUの接続が行えます。(110Ω XLR Cable)
StageSourceやDTシリーズなどとL6 LINKで使用する
ことで、音声転送やコントロールがHelixから行え
ます。

EX-1などのエクスプレッシ
ョンペダルを追加できます。

エクスプレッションペダルをCV 
input端子を装備したエフェクター
やシンセサイザーに接続して、操
作することができます。

ボーカルマイクなどをHelixで使用
できます。48Vのファンタム電源
も使用できます。

スタジオモニターやミキサー、パ
ワードスピーカーなどにBALANCE
接続するための端子です。

Helixは8-in/8-outのオーディオインター
フェイスとして使用できます。
（24bit/96kHz  Mac/Pc）
リアンプ用の端子としての使用やMIDI
メッセージの伝送も可能です。
iPadと接続することで、Cubasisなどの
アプリでの録音も可能です。
(with camera connection kit)

HelixとMIDI機器を接続することで、
プログラムチェンジや様々なコントロ
ール、MIDI信号の送受信が可能です。

ステレオヘッドホンを接続してく
ださい。
ハイインピーダンスヘッドホンで
も使用できるように、十分にゲイ
ンを上げてあります。

「ブーン」というような電気的ノイズが
出てしまう場合は、このボタンを押して
機材間のグラウンドループを排除してく
ださい。

HelixをグラウンドされたAC電源コンセ
ントに接続してください。


